
2008 年 10 月 21 日 

アステラス製薬株式会社／ファイザー株式会社 
 

 動脈硬化性疾患予防啓発活動「コレステロール甘くみない!!!」第 3 弾 

心筋梗塞経験者の“徳光和夫さん”が、 

サラリーマンのコレステロール管理を監視！ 

～夫の健康を心配する妻を強力サポート～ 

10 月 25 日(土)よりテレビ CM 全国で放映開始 
 

 

アステラス製薬株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：野木森雅郁）とファイザー   

株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：岩崎博充）は、昨年より展開しています、動脈

硬化性疾患予防啓発活動「コレステロール甘くみない!!!」の中で、心筋梗塞の経験者である徳光

和夫さんを引き続き起用したテレビ CM を、10 月 25 日（土）より全国で放映開始いたします。 

 

今回のテレビ CM では、4 月から始まった特定健康診査をテーマにしています。健康診断の結果

表を受取り、LDL コレステロールが高いと自覚していても、なかなか受診しようとしないサラリー

マンの夫と、夫の健康を心配する妻が登場します。そんな夫に対して、心筋梗塞経験者の徳光さん

が、自身の発症経験をもとに「LDL コレステロールを甘くみてはいけないこと」「ひとりで悩むよ

り医師に相談するほうがより早く健康な体になること」を訴えていきます。 

 

テレビ CM 放映に合わせ、新聞広告、専用ウェブサイト「コレステロール甘くみない!!!」

(http://www.LDL-C.jp)による疾患予防啓発に加え、小冊子「医師と始める コレステロール・ 

コントロール 徹底ガイド」や医療機関用のポスター配布を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コレステロール甘くみない。奥さんの言うとおり！お医者さんに行きましょう！ 

（新テレビＣＭより） 



 

ウェブサイトは、全面的にリニューアルを行い、新しいコンテンツを追加。徳光さんが心筋梗塞

を発症した時の状況や、発症前後でどのような意識変化があったかなど、独自の経験を通じて語る

体験談ムービーを掲載しているほか、新たに、徳光さんの奥様に特別インタビューを実施し、   

心筋梗塞発症時の徳光さんの様子や、妻として日頃気遣っている疾患発症後の徳光さんの健康管理

について伺った内容などを掲載いたしました。このほか、サイト閲覧者のコレステロール理解度を

クイズ形式で測定する『コレステロール検定』が新しいコンテンツとして加わりました。 

 

また、主に医療機関で配布する動脈硬化性疾患予防啓発のための小冊子「医師と始める コレス

テロール・コントロール 徹底ガイド」も LDL コレステロールのコントロールについてわかりやす

く解説した内容に刷新しました。徳光さんのインタビューを掲載しているほか、読者が医師と一緒

に行うコレステロール・コントロールをサポートするチェックシートや、周囲のご家族が夫のコレ

ステロール管理を応援するメッセージ欄や応援シールも付いています。 

 

アステラス製薬株式会社とファイザー株式会社では、2年目を迎え今回で第 3弾となる動脈硬化

性疾患予防啓発活動を通じて、引き続き脂質異常症（高脂血症）を原因とした動脈硬化性疾患の  

現状、LDL コレステロール管理の重要性を一人でも多くの方々に知っていただき、動脈硬化性疾患

の予防に貢献できるよう活動してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―― リリースに関するお問い合わせ先 ―― 

アステラス製薬株式会社   広報部       電話：03-3244-3201 

ファイザー株式会社        製品広報部    電話：03-5309-6719 



■今回のテレビＣＭについて＜ＣＭの内容、あらすじ＞ 

玄関で靴を履くサラリーマン、そしてそれを見送る妻。日常ありふれたサラリーマンの朝の出勤

風景から CM は展開していきます。「ねえ、昨日の話なんだけど。」という妻の一言で、夫である

サラリーマンの健康診断結果について夫婦の会話が始まります。LDL コレステロール値が高いと 

脳卒中や心筋梗塞を引き起こす危険性があることを気にして、妻は夫へ受診を勧めますが、夫はそ

れを受け流します。妻の言葉を振り払い、夫が玄関を出ようとしたそのとき、突然目の前に現れる

徳光さん。『徳光和夫 2001 年 6 月 心筋梗塞で倒れる。』のテロップとともに、「僕みたいに倒

れてからじゃ遅いよ。」と、徳光さんも自身の体験を踏まえて真剣にサラリーマンへ訴えかけます。

そして『健康診断で、LDL コレステロールが高いと指摘されたら、医師に相談を。』というナレー

ションが続き、徳光さんが「ほっとかないで、お医者さんに。」と念押しして、最後に『LDL 甘く

みない』という文字画面へと変わっていきます。 

■ 徳光和夫さん 起用の背景 

徳光さんは、2001 年 6 月に急性心筋梗塞を発症しましたが、早期発見が功を奏し、緊急手術に

よって一命をとりとめ、約 1ヵ月間入院後、復帰されました。 

引き続き、徳光さんにテレビ CM の出演をお願いしたのは、第１弾・第 2弾のテレビ CM の認知度、

好感度が非常に高かったためです。今回の CM では、4月より特定健康診査も始まり、生活習慣病に

対する市民の関心が高まっている社会背景の中、健康診断の結果を受取り、LDL コレステロールが

高いと自覚していても、何もしない不摂生なサラリーマンの夫と、夫の健康を心配する妻が登場し

ます。そんなサラリーマンの前に、突然徳光さんが現れビシッと一言「奥さんの言うとおり」。   

過去の自分のように急性心筋梗塞で倒れる前に、医師に相談して適切なアドバイスや治療を受ける

ことを訴える内容としています。徳光さんは、メインターゲットとなる、自己の健康管理が滞りが

ちな 40 代・50 代の働くサラリーマンに対して、その先輩として疾患予防を呼びかけるのに適任と

考えたため、今回も引き続き起用することとなりました。 

■＜ＣＭ撮影時のエピソード＞ 

 撮影は、都内のスタジオで行われました。 

今回はサラリーマンのアドバイザーという設定のため、徳光さんは普段以上にビシッとした  

スーツで登場。撮影の合間には、共演された夫役の国枝さんや妻役の中島さん、スタッフに積極的

に話かけるなど、持ち前の人柄の良さを見せてくれました。 

撮影は長時間に及んだため、スタッフ一同、徳光さんの体を気遣いましたが、最後まで笑顔を絶

やさず頑張ってくれた姿が印象的でした。 

■ 徳光和夫さん プロフィール 

氏  名：徳光 和夫（とくみつ かずお） 

生年月日：昭和 16 年 3 月 10 日 

1963 年  日本テレビ入社 アナウンサーとして、数多くの番組で活躍 

1989 年 独立してフリーに 

2001 年  急性心筋梗塞を発症。緊急手術で一命をとりとめ、約 1ヵ月の入院ののち復帰 

■ その他出演者 プロフィール 

夫役： 国枝 量平 （くにえだ りょうへい） 出演歴…「ごくせん」 「それでも僕はやってない」 

妻役： 中島 ひろ子（なかじま ひろこ）   出演歴…「花田少年史」 「メトロに乗って」



【テレビ CM スト－リーボード／夫婦篇～30 秒バージョン～】 
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「ねえ、 

昨日の話なんだけど。」 

「またそれ？」 

「LDL コレステロール 

が高いんだから。」 

「まあね・・・」 

「お願いしますよ。」 

 

「わかった、わかった。」 

「まあねじゃなくて 

ちゃんとお医者さんに 

行ってくださいね。」 

「僕みたいに倒れてからじゃ 

遅いよ。」 

「ねっ！」 

【ナレーション】 

健康診断で、 

 

LDL コレステロールが 

 

高いと指摘されたら、 

 

医師に相談を。 

「ほっとかないで、 

お医者さんに。」 

「奥さんの言う通り！！」 



【動脈硬化性疾患予防啓発活動「コレステロール甘くみない!!!」概要】 

 

■ 背景 

 心筋梗塞や脳卒中などの動脈硬化性疾患は、わが国の死因の 3分の 1を占める重篤な疾患であり*、

これほどまでに発症者が多い理由として、高血圧、高コレステロール（脂質異常）、高血糖といっ

た症状に対して未治療の人や、治療を行っていても目標値に達していない人が多いことが考えられ

ます。特に、コレステロールに関しては、高血圧や高血糖に比べて危機意識が薄く、「自覚症状が

無い」、「生活習慣を変えれば大丈夫」といった理由で検査数値が高くても受診しない人が多く、  

知らず知らずのうちに動脈硬化が進行し、心筋梗塞や脳卒中など命に関わる疾患につながるケース

があります。 

そうした脂質異常症（高脂血症）を原因とした動脈硬化性疾患の現状、コレステロール管理の  

重要性を一般市民の方々に知っていただき、疾患の予防につなげることを目的に啓発活動を展開し

ています。*平成 16 年厚生労働省人口動態統計より推計 

 

 

■ 内容： 

① テレビ CM 放映 

徳光さんが、自身の闘病経験をもとに LDL コレステロール管理の重要性、病医院受診の

必要性を語るテレビ CM を放映いたします。（2008 年 10 月 25 日～12 月 1 日の期間中、全国

で放映予定） 
 

② 新聞における広告展開 

全国紙、ブロック紙を中心に徳光さんが登場し、自身の闘病経験をもとに、高 LDL    

コレステロール放置への注意を喚起する広告を掲載いたします。（2008 年 11 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑徳光さんの直筆メッセージ 



③ 動脈硬化性疾患予防啓発ウェブサイト 「コレステロール甘くみない!!!」 (http://www.LDL-C.jp)  

コレステロールが気になる方のための情報サイト「コレステロール甘くみない!!!」では、

徳光さんが実際に心筋梗塞を発症した時の状況や、CG を用いた動脈硬化メカニズムを通じ

て、LDL コレステロール管理の重要性を解説するムービーに加え、今回新たに、徳光さんの

奥様のインタビューや『コレステロール検定』を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 小冊子「医師と始める コレステロール・コントロール 徹底ガイド」の無料配布  

コレステロールのコントロールについて分かりやすく解説 

した小冊子「医師と始める コレステロール・コントロール  

徹底ガイド」監修:帝京大学医学部内科学主任教授 寺本民生先生 

（日本動脈硬化学会理事）を、応募された方全員に無料で 

配布します。小冊子は心筋梗塞で倒れた徳光さんの闘病経験 

インタビューなどを掲載し、医師とのコレステロール管理を 

サポートする『コレステロール・チェックシート』も入って 

充実した内容となっています。 

 

 

応募方法）はがきでのお申し込み：〒112-8691 小石川支店 私書箱 84 号（T） 

コレステロール甘くみない!!! キャンペーン事務局係 

     FAX でのお申し込み：03-5610-3091  

コレステロール甘くみない!!! キャンペーン事務局係 

     WEB サイトでのお申し込み：http://www.LDL-C.jp より 

締め切り）2008 年 12 月 31 日(水)     
 

⑤ 院内ポスターの掲示 

徳光さんが登場する啓発ポスターを制作。全国の医療機関に 

掲示を依頼し、LDL コレステロールへの注意喚起、医師と共に 

コレステロール・コントロールを行うことの有用性を啓発 

します。 

 

 


